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このコーナーでは、皆さんの生活に役立つ、とっておき

の情報を提供します。今回は、健康診断のすすめについて、

独立行政法人  地域医療機能推進機構相模野病院  健康管

理センター保健師  深谷登起子さんにお聞きしました。

今回のテーマは…

健康診断の
すすめ

目からウロコの
お役立ち情報

健診結果を健康管理に
活用していますか？

健康診断の重要性

　みなさんは、年1回健康診断を受けていますか？

自分では健康だと思っていても、気づかないうちに病気

がじわじわと進行している場合があります。特に、日本

人の死亡原因の50％以上を占めるがん、心臓病、脳卒中

をはじめとする生活習慣病は、初期の段階では症状がほ

とんどないことが多く、気づいた時には進行しているこ

とも少なくありません。そのため、年1回健康診断を受け、

自分の健康は自分で管理するようにしましょう。

　病気の予防対策には、健康を増進し発病を予防する一

次予防と、病気を早期発見し早期治療を目的とする二次

予防があります。健康診断は、以前は、がん検診に代表

されるように二次予防を目的として実施されていました。

しかし、平成20年度より一次予防を目的とした特定健診・

特定保健指導が始まり、生活習慣を改善することにより、

病気の発症そのものを予防するという考え方が重視され

るようになってきました。

健診結果を健康管理に活かすポイント

❶ 『要受診』や『要治療』、『要精検』の判定項目は、必ず

受診するようにしましょう。『要精検』というのは、

疑わしい点があるのでもう少し詳しく調べてみましょ

うということです。病気があると診断されたわけでは

ありません。しかし、そのまま放置しておくと、万が

一何か病気だった場合、手遅れになってしまう危険性

も考えられます。医療機関を受診し、医師の指示に従

いきちんと検査を受けましょう。

❷	自分の基準値を知っておきましょう。検査の基準値と

いうのは、健康な人の95％が含まれる値のことです。

検査値には、かなり個人差があります。ただし、個人

差の大きな検査値でも、その人個人の健康な時の値は

大体決まっています。毎年、健康診断を受けて自分の

基準値を知ることが大切です。

❸	健診結果をもとに、積極的に生活習慣の改善に取り組

みましょう。前回の検査値と比べて今回はどう変わっ

たのか検査値の変化をチェックし、自分の生活を見直

すきっかけにしましょう。

❹	なるべく、毎年、同じ医療機関で健康診断を受けましょ

う。医療機関により検査の基準値が異なることがある

ため、同じ検査値でも判定が変わることがあります。

注意しましょう。

❺	家庭医やかかりつけ医にも健診結果を報告しましょう。

　健診結果は、その時点での健康状態を表しています。

そのため、年1回は健康診断を受け、健康状態をチェック

しましょう。

災害救護対策委員会 Presents

災害看護
part10
看護管理者の心構え

～受援編～

災害発生時、施設が業務継続可能と判断され看護の外部支援を受ける際、
どのような準備が必要か一緒に考えてみましょう。
　自施設が被災した場合、マンパワーの確保は重要な問題です。その際外部から災害支援ナース
など人的支援を受けることは、病院機能回復の一助となります。今回は災害支援ナース派遣を要請
するために必要な項目とポイントを表に示してみました。発災時を想定して、有事における情報収
集やその活用判断、看護体制の整備を行うとともに、支援ナースに対する理解を深めておきましょう。

項　　目 内　　容 ポイント
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制
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整
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情報収集

・看護ニーズの把握
・地域ニーズの把握
・既存患者のニーズ
・災害傷病者のニーズ

・資源の把握
・勤務可能スタッフの状況
・系列施設からの支援
・資機材、備蓄状況、ライフライン

情報活用と判断

・情報統合

・統括者配置
・役割のリストアップ
・人員配置
・業務整理、優先順位づけ

・需要と供給のバランス ・不足する資源の明確化
・SOSの発信

支
援
ナ
ー
ス
の
活
用

支援ナースの
役割とシステムの理解 ・災害時支援ネットワークの理解

・災害支援ナースの役割
・災害看護の理解

・災害マネージメント研修の参加

活用に向けた整備
・看護協会との防災訓練への参加
・災害時支援要請連絡用紙周知
・担当者の配置

　平時より、地域の医療事情や行政の『災害時医療救護体制』を把握し、さらに関連団体との連携を取りながら、
災害マニュアルの見直しや整備を行っておきましょう。

最終回

　神奈川県看護協会災害救護対策委員会では、協会員皆様の「災害看護について知りたい」
というご希望を受けて、平成22年1月から看護だよりに『災害看護』と題して、災害に関

する様々な情報を提供してきました。初回の「災害サイクルをご存知ですか？」に始まり、今回の「管理者の
心構え～受援編～』で10回目となりました。災害看護を知るきっかけとなりましたでしょうか。
　『災害看護 PART１～ PART10』は、看護協会ホームページにも掲載しています。
　見逃した方は是非ご一読ください。また、災害看護について知りたいことがありましたら看護協会までご連
絡ください。

編集後記


